
統計グラフ  ( 1 )       
１．市域の変遷（明治 22 年 10 月 1 日～） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

グラフで見る名古屋 

※ 詳細は統計表 1-1 市域の変遷(９ページ)を参照



( 2 )  統計グラフ 

2．世帯数と人口の推移（明治 22 年～平成 29 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1） 明治 23 年～大正 8 年及び昭和 16 年～19 年は 12 月 31 日現在、昭和 20 年は 11 月 1 日現

在、昭和 21 年は 1 月 1 日現在、その他の年は各年 10 月 1 日現在の値である。 

 2） 世帯数は、大正 8 年までは戸籍上の現住戸数、大正 9 年からは国勢調査の定義による世帯数（準

世帯を含む）。 

      なお、昭和 55 年国勢調査から世帯の定義が変更され、会社などの寮の単身の入寮者の世帯は 1 棟

1 世帯から 1 人 1 世帯となった。 

 3）  平成 24 年 10 月 1 日現在の人口及び世帯数については、法改正による外国人人口及び日本人と外

国人の混合世帯の取扱変更による数値変動分を含んでおり、平成 23 年までの数値と単純に比較でき

ない。 
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※ 詳細は統計表 2-1 人口の推移（14 ページ）を参照



統計グラフ  ( 3 )   
3．年齢各歳別（人口ピラミッド）（平成 29 年 10 月 1 日現在） 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

※ 詳細は統計表 14 ページを参照



( 4 )  統計グラフ 

4．各区の人口、面積及び人口密度（平成 2９年 10 月 1 日現在） 
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区 
人口 

（人） 

面積 

（k ㎡） 

人口密度 

（人/ k ㎡） 

千種 16６,027 18.18 9,132

東 79,028 7.71 10,250

北 163,638 17.53 9,335

西 149,834 17.93 8,357

中村 134,680 16.30 8,263

中 86,561 9.38 9,228

昭和 109,186 10.94 9,980

瑞穂 107,048 11.22 9,541

熱田 66,390 8.20 8,096

中川 220,551 32.02 6,888 

港 144,847 45.64 3,174

南 136,718 18.46 7,406

守山 174,897 34.01 5,143

緑 244,480 37.91 6,449

名東 166,131 19.45 8,541

天白 164,109 21.58 7,605

 

  
※ 詳細は統計表 2-2 区別人口（16 ページ）を参照



統計グラフ  ( 5 )   
5．就業者の産業別構成比の推移（大正 9 年～平成 27 年） 

第1次産業

16.2

9.6

9.9

5.2

第2次産業

42.1

39.5

45.0

42.7

43.5

37.5

33.0

30.1

25.6

24.3

24.6

第3次産業

41.7

50.9

45.1

52.1

54.6

61.8

66.4

69.5

74.1

75.5

75.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

大正 9年

昭和 5年

昭和22年

昭和30年

昭和40年

昭和50年

昭和60年

平成 7年

平成17年

平成22年

平成27年

17.3 7.4 18.7 11.3 6.7 6.6 5.8 5.1 4.3 3.8 12.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成27年

内訳
製造業

建
設
業

卸売業，小売業

医
療
，
福
祉

宿
泊
業
，
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

サ
ー
ビ
ス
業(

他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の)

運
輸
業
，
郵
便
業

教
育
，
学
習
支
援
業

学
術
研
究
，
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
，
娯
楽
業

その他

鉱業，採石業，砂利採取業 0.0農林漁業 0.3
 

注 1）本市に常住する 15 歳以上の就業者。 

注 2）現在の市域による。 

  

※ 詳細は統計表 3-13 常住地又は従業地による産業（大分類）別

15 歳以上就業者数（65 ページ）を参照



( 6 )  統計グラフ 

６．学区名称一覧（平成 2９年４月１日現在） 
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廿軒家

鳥羽見
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植田北
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